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論文審査の結果の要旨 

 

 １ 研究目的の評価 

   本研究は、骨折治癒過程が種々の血清骨形成マーカーにどの程度反映さ 

れるかを明らかにしようとしたもので、目的は十分に妥当である。 

 

 ２ 研究手法に関する評価 

 骨癒合が得られるまでの期間、経時的に採血した血清からオステオカル 

シン、アルカリフォスファターゼ、インスリン様成長因子(IGF-I)、IGF 結 

合蛋白(IGFBP-3)を測定し、臨床的・Ｘ線学的骨癒合との関連を調べたもの 

で、研究手法も妥当である。 

 

 ３ 解析・考察の評価 

 上記手法で解析した結果、血清マーカーのうち、IGF-I が骨折後増加し、 

仮骨形成の中期から後期に最高値に達することを示し、IGF-I の上昇が内軟 

骨性骨化を反映することを明らかにし、今後の骨折治癒研究への進展が大い 

に期待される。 

 

 

   以上のように本論文は骨折治癒過程を通した再生医療への介入に貢献す 

るところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値する 

  ものと判断した。 

 


